
















された羽峯南摩綱紀の「秋月子錫墓碑銘」には、 「既而以藩命歴遊海内、観政察俗、著観光集七巻。又録列藩名君賢臣事実為十巻、供藩主施治之資。 」とある。これによって従来秋月悌次郎は、諸国漫遊の後その成果を、 『観光集』七巻、 『列藩名君賢臣事実』十巻にまとめ 庁に提出したと考えられていた ところが近年になって、 『観光集』の附録部分 刊本、あるいは『観察窺班』という著作の存在 さらに『観光集』巻八の存在が確認されるなど、新たな発見が相次いでいる。本稿は、そうした著作の概要を整理しようとするものであるが あわせて悌次郎の諸国遍歴の実態にも迫りたいと思う。一
安政六年（一八五九）二月、秋月悌次郎は、安政四年一月下旬より
学んだ華岡流整骨術の図録を作成している。 （ 『日本整骨医学史』 ）昌平黌退寮後の生活に一段落つけた彼は、藩 願い出てその許可が得られたので、この年より翌万延元年までおよそ一ヶ年間上方、西国を遊歴することとなった。いわゆる諸国漫遊であるが この当時は当然のことながら、単身で 自由行動が許されていたわけではな 。訪問先との関係や、費用の問題など注目すべき点が多い。特に悌次郎のように、正規の藩士ではない諸生身分の者にとって、旅先で 身分の保
障、費用の捻出は大きな問題であった。ここで藩命によるということの重みが分かってくる。結果報告を義務づけられての公費支出があったということである。さらにまた、訪問先についても、従来は、彼が昌平黌 寮生時代に培った各藩儒学者とのネットワークによっていというふうに考えられている。その辺り、薩摩は他国の者にきびしかったといわれているが、他の藩もそれほどではなくても入国させ、城下に居留させる ついてはそれなりの制約があったはずである。単にそういう人脈があっただけですんなり入国が認められ かどうか、やはり気になる点であ 。こうした疑問点に対する答ともいうべき事例がいくつかある。
悌次郎の諸国漫遊に先だって安政二年から四年にかけて諸国漫遊し








十六年三月十九日発行。この項、内倉昭文氏 ご教示による。 ）市来四郎は、文政十一年生ま でこの時三十歳、 主島津斉彬の側近 一人であった。対する南 は悌次郎よ 一歳年上で三十五歳であ 。の日記によると、南摩は二月十六日から十九日まで滞在し、薩摩藩士らと対談してい 様子がうかがわれる。興味深いのは 入国の前日、
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市来が訪問される山田から相談を受けていることで、この件については、岩城三郎左衛門と共に、種々評議に及んだとあり、受け入れるについての事前審査とでもいうべき話し合いがなされた いう とであろう。南摩について付 ている「元来山田が門人ニ而一往は蘭学稽古もいたし候人之由、漢学ニ達したる人之由」という寸評がこの間の事情を物語っている。翌日山田の家を訪れた市来は、夜遅くまで対談し、為書き入りの揮毫をさせた ある。出発前日、 から旅行費用をやって欲しいとの申出を受けた市来は、岩城を通じて十両を与えている。翌日別れに際して 送別の詠詩の贈答があったという。
今一つは、悌次郎自身に関わる情報である。安政六年四月七日、悌次郎は土屋鉄之助と共に和歌山の紀州藩督学











比帰る。今日戸田金左衛門殿召状。兼て願込有之候隠居願済。家督は三郎九郎へ被仰付、大組のよし。外に高橋省安よりも知らせ来る。御さちい（察医）に成候よし。七つ比芳右衛門さそひに来る。増吉を久下へ送り、及び廻状もたせやり、帰るを待かね、梅本へ芳右衛門とつれて行。跡から増吉行。五つまへ増帰る時、又雨降。雨具持て行べきや抔言内、又晴天に成。同刻御用部屋より手紙来る。三通。広田杢之右衛門よりは 金左衛門隠居に付、其代り丹後守殿に成候に付、此よし塚山又太郎へ申渡候様との事。金沢弥右衛門よりは、近日学校にて改役の面々御試有之事申来る。山田庄右衛門よりは、妻木加左衛門と松本幾三郎え文武場え罷出、御用人頭取之差図得相勤候様申渡候との事。雄輔と小梅として三通の返事書。◦今日馬継より、いとさま御祝ひ申とて白も綿一反よこす 交ずし一重と 八つ比戸田より帰る。ねる時は七つ比也。大に御馳走にて有之候 し。○十一日快晴す。今日奥州の書生二人を和歌へ船にてつれ行よし。同伴は野呂・市川・岩橋等也。上 百目程お出しに 、料理船も行との事。 （下略）〇十二日
　
快晴す。今日学校において中よう（庸）の会有。初て








































以下悌次郎のその後の旅の様子 、 『韋軒遺稿』 、 『塵壺』 （河井継之
助日記・東洋文庫本。 ）などによって確認してみよう。▽七月二十八日、備中松山に山田方谷を訪ね、旅館花屋で方谷に師事して滞在中の河井継之助に会う。継之助、土佐の風俗、政情について秋月より話を聞く。 （ 『塵壺』▽八月、薩摩にあって大山綱義と▽十月四日、河井、佐賀の反射炉を見 。この製作者の名を長崎にて悌次郎より聞く。 （ 『塵壺』
）








余西游ノ次、将サニ南土佐ニ游ハントス。ソノ国禁ノ厳タルヲ以テ本藩ニ請ヒ、彼ノ邸吏ニ簡シ、余等ソノ治城ニ往イテ儒職等ニ逢フコトヲ得セシム。答書未タ来ラズ江戸府ヲ発ス。途中謂ラク、土佐人等吾カ藩ニ来ルコトアレハ 蓋已ニ許可 阿波ヲ過キ已ニ土佐ニ入ル。関吏藩命無キヲ以テ関ニ入ルコト許サズ。乃チ余カ来ル由ヲ言ヒ、郵馳シテ高知政府ノ吏 問 シム。ココニ於テ関吏私カニ関内甲浦 宿セシム。高知城是ヲ去ルコト殆ント三十里、待ツ十二日ニシテ報告始メ 来ル。曰ク江戸 シテ已ニソノ来ルコトヲ辞スト。余等憮然トシテ帰 。今コ 記スル所、甲浦土人言フ所ト又嘗テ聞ク所ナリ 兼 コノ近国ノ人ニ就テ参正スルモ、蓋伝聞誤謬多 ラン。
西国歴遊を計画したとき、土佐は入国管理がきびしいと分かってい
たので、会津藩から土佐の江戸藩邸に書簡を出して貰い、許可を得ておこうとした。出発時になっても返事が来なかったが、会津の場合は、土佐人が会津城下に到着し 許可を求めてきた場合はすぐにをしている。それと同じよう 事が運ぶだろうと、そのまま出発した。さて土佐国境に到着すると、役人が許可されていないといっ 、入国させてくれない。これまでの経過を説明すると、役人は、悌次郎らをしばらく甲浦に留め置いた。待つこと十二日、高知城から届いた返事は、江戸において断ってい はずだとのこと、やむなくここを立ち退いた。おおよそこういうことになろうか の国の情報 つい は 実地踏査ができて ない。伝聞のみに まとめた いう付記があるゆえんである。紀州城下における厚遇ぶりばかりではなく、遍歴途中の他の諸国においては、多かれ少なかれこうしたトラブルは ろいろあったことであろう
こうした苦労を重ねて、 『観光集』はまとめられたのである。
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を記載する。各ページ十行、一行当たり平均二十二字、整然とした楷書片仮名交じり文によって綴られている。巻七など 冒頭部分からしばらくは一ページ十行 行当たり二十二字 縦横はかった うな文字配置になっている。附録部分 、各ページの行数 それまでと同じく十行であるが、それまでと異なり、字体は流麗な平仮名行書体 、字数も不揃いである。本体部分との意味づけ 違 を示すも であろうか。鹿児島県立図書館本は、ペン書きで縦罫入り 用紙に書写さており、各ページ十二行、一行当たり 九字、字間均等である。附録部分は重山文庫同様平仮名行書体で筆記されてい 用字に多少の相違があるが、内容は全く同じである。これを見ると 鹿児島県立図書館本は、重山文庫 もしくは重山文庫と祖本を同じくす 原本を、形式を踏襲して丁寧に書き写されたものである とが知られる。四
これらはいずれも写本であるが、秋月一江氏は、 『秋月悌次郎詩碑




























流麗な行書体である。内容は、公刊されている「銀台遺事」と同じである。もしかするとこの刊本は、流布していた「銀台遺事」の一つを版下に用い、冒頭部分だけこのように訂正したものかも知れない。一江氏の紹介コピーでは見え いないが、冒頭第一丁表の枠外上部には、三行書きの長枠蔵 印が押されていることが分かる。周囲は不鮮明で判読できないが、中の部分は「外嶋氏」と読める。刊本まで出されていたということであるならば、その他 巻がいつ現れ お しくはないと思うのだが、その辺り 将来を待つしかない。翻刻は、宋紫岩の奉った詩の冒頭「恭頌」で終わっているが、 にはこの後に、 「肥後侯徳政五言三十韻并祈
　
教正之」で始まる長詩を記した一
丁分と、編集 記ともい べ 内容の最終ページ半丁分がある。
たまたま、この冊子が発見されたことにより、これ以前にも、
「銀台遺事」を内容とする、先行二巻すなわち『観光集』附録の巻十三・十四が存在することは確かなこととなった。これら 、秋月悌次郎の西国漫遊の成果である著作集「列藩名君賢臣事実」とどのような関係になるのかは定かでないが、藩公に提出されたと う著述が、刊本化されるなど、 『観光集』とその周辺著作については 解明すべき点が、多々ある。五
一方これとは別に、盛岡市中央公民館には、秋月胤永編の『観察窺







応丁卯雑記』中に『観光集』巻五・巻八が収録 ていることが明らかとなった。南部家蔵 慶応丁卯雑記』は、名前 示すとおり、南部家にあった慶応三年の年間記録文書集成であり全十二巻からなる。（当初『慶応丁卯雑記』は、全十一巻とされていたが、後、 『慶応四戊辰雑記』の巻一が慶応三年分であることが分かったため、題僉を訂正してこちらに送られて来たものである。 ） 『観光集』 、このうち『慶応丁卯雑記』巻五の末尾に巻五が 同じく 六の初めの部分に巻八が収録されている。取り上げられているのは、播磨・備前・備中・備後・安芸・長門（巻五） 、日向・高財・延岡（巻八）である。
いつこうした分類集成がなされたかは分からないが、 『慶応丁卯雑









─『観光集』と『負笈管見』 （南摩綱紀）─」 （ 「歌子」第二十号、実践女子短期大学日本語コミュニケーション学科
　
二〇一二年三月刊。 ）
において、 『観光集』についての書誌的考察をされており、その中で重山文庫所蔵本を、 「秋月 直筆原本かそれに近い写本である可能性が高い。 」とし、この盛岡歴史文化館所蔵慶長丁卯雑記 については、盛岡藩士那珂梧楼が戊辰戦争時の罪を問われ、明治元年から二年にかけて東京芝の金地院に幽閉された時の日記『幽囚日録』 明治 年六月二十一日の記事 、 「隣蔵も海苔など持て来 暫し物語し、会津藩士秋月悌二郎が直筆にて書たる観光集五巻貸し りき。 」とあることに注目し、
隣蔵は盛岡藩御勘定奉行を務めた田鎖隣蔵。奇しくも秋月も同様に戦犯として東京の獄に送られ、この時期熊本藩邸に幽閉されていたが、翌二二日には美濃高須藩預りとして東京を出発する身の上にあった。那珂梧楼が秋月直筆の「観光集」を所持していた経緯は詳らか しないが、二人 交流を考えれば、遊歴後遠くない時期に直接贈られたものと考えられる。とすれば、この那珂梧楼旧蔵の「観光集」巻五が南部家図書と押印された『慶応丁卯雑記』中のものと同一である可能性が高い。これが秋月直筆とすれば、巻八も同一の筆跡であるところから見て、同様にこ も直筆本と推定される。
と断定された。 『那珂梧楼日記』の本文には、確かに秋月悌次郎直筆の『観光集』五巻を「貸したりき」とあるが、前文は田鎖隣蔵が那珂梧楼の許に海苔などを持ってきてしばらくものがたりしたとあり、いわゆる主語は隣蔵である。だとすれば、次の主語も前文と同じ隣蔵と考えることもできる。日記の本文を素直に読めば、貸したのは田鎖だと読めないこともない。小林氏の説の通り、交友関係からいえば、『観光集』の五巻の所有者は、那珂梧楼ということになろうが、これだけではっきりそうとは断定でき いのではないだろうか。何よりも『慶長丁卯雑記 所収の『観光集』巻五、巻八は、 『慶長丁卯雑記』の巻五、巻六の一部であり、原本の写しである 南部家図書とも押印されてはいない。誤解が一部あ ようである。盛岡歴史文化館蔵本『慶応丁卯雑記』から分かることは 慶応三年に、盛岡藩 、重山文庫本と筆法を同じくする『観光集』の写本巻五、巻八が所有しも くは借覧されていたと うことである。重山文庫所蔵本が秋月胤永の自筆か否かについては、秋月孝眞家に伝来する秋月悌次郎の書簡二百通以上、建白書や容保公名での嘆願書の写しなどをこれま 見てきた印象から見て、自筆の可能性が高いとは以前から思っていたが 未だはっきり断定するには到らな 。七
先にも記したように、従来『観光集』は、南摩羽峯が撰文した秋月




遺事」巻三である。これによれば、 『観光集』は本文以下に附録として、当時刊行されていた諸藩の君臣の言行録をそのまま翻刻していたということになる。巻十五以後続いて刊行されているのか否かは分からない。またこの附録部分がいわゆる『列藩名君賢臣事実』と一致するのかどうかも分からない。とにかくこ 刊本は、別巻一部し 現存していない で、全国に流布したとは思われず、刊本となっていること自体が驚きである。 『観光集』と『列藩名君賢臣事実』全貌が解明されることを心から願ってい八
ここで、 『観光集』と『観察窺班』の冒頭部分、題言・凡例と目次


















































































ハ一国年貢ノ制ヲ記スニ一人ハ四公六民ト記シ 人 三公七民ト記スコレ甚タ訝カ キ
  ナレトソ






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【付記】本稿をなすに当たって、貴重な資料の閲覧撮影を許可して下さった、新村出財団重山文庫・盛岡中央公民館・もりおか歴史文化館、貴重書のコピー 提供して下さった鹿児島県立図書館、マイクロフィルム複写をして下さった国 学研究資料館に心からお礼申上げます。また 畑
　
洋子氏、秋月孝眞氏・倫子氏ご夫妻、中村紘子氏に
は、秋月一江氏の『観光集』関係の研究報告に関連して貴重な情報をご提供いただきました。あわせてお礼申上げます。ありがとうございました。
 
二〇一三年五月二十三日
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